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1. まえがき 

 近年、生成 AI の発達とともに、AI 生成画像も人間

の目では判別が難しいほどの画像生成が可能となって

いる。文章によるテキストや元となる画像を与えるこ

とで、誰でも簡単に画像生成を行える反面、AI生成画

像によるデマ・偽情報の拡散、性的ディープフェイク

による被害が増加している。2024 年 11 月の米大統領

選では、アフリカ系アメリカ人の有権者に共和党への

投票を促すため、ドナルド・トランプ前大統領の支持

者らが、AIで偽物の画像を生成・拡散していると BBC

調査報道番組「パノラマ」が明らかにした 1)。また近年

では、子供の学校行事や卒業アルバムの写真が、AIで

偽画像を生成する「ディープフェイク」の技術で偽の

性的画像に加工され、SNSで拡散される被害が増加し

ている 2)。このような問題に対して、AI生成画像検出

器を用いてText-to-Image変換によって生成されたAI

生成画像の検出を行う方法が研究されている 3)。 

本研究では、画像を入力として生成する Image-to-

Image変換を用いた画像生成AIに対し、AI生成画像

検出ツールを用いて AI 生成画像の検出を行った場合

の検出精度について評価する。画像生成 AIは、Pictor、

MyEdit を用いて、部分消去、部分置換の２種類の

Image-to-Image変換を行い、画像生成を行う。これら

の画像を検出する AI 生成画像検出器として、

ILLUMINARTY、Hive AI Detector、Sightengine、

isgen.ai、Decopy AIを用いて評価を行う。 

 

2. 準備 
2.1 画像生成AI 

 画像生成 AI とは、テキストによる指示（プロンプ

ト）や既存の画像などを入力として与えることで、そ

の条件に基づいた新しい画像を生成できる生成 AI の

一分野である。Image-to-Image変換は、テキストのみ

を入力として生成する Text-to-Image 変換と異なり、

既存の画像とテキストプロンプトを入力として新たな

画像を生成する技術である。この技術により、テキス

トのみでは伝えにくかった細かい雰囲気や色味などが

再現しやすくなった。本研究では、画像生成 AIとして

以下の 2つを使用した。 

(1) Pictor4) 

Pictor とは、Permission Inc.によって開発された

iPhone プラットフォームで利用可能なマルチメディ

アアプリケーションである。Pictorは、AIイラスト・

画像生成 AI、消しゴムマジック、背景透過、部分置き

換え、高画質化などが一体化となっている。画像生成

処理には画像生成 AI である Stable Diffusion 等を利

用している。 

(2) MyEdit5) 

CyberLink Corp.によって開発されたブラウザ上で

画像編集・音声編集が可能な生成 AI技術を搭載した、

オンライン写真・音声編集サイトである。MyEdit は

AI画像生成、高画質化、オブジェクト除去、背景透過・

切り抜き、AIイラスト化、ピンボケ・手ぶれ補正、画

像ノイズ除去、音声編集機能、文字起こし機能、ボイ

スチェンジャー、音声ノイズ除去、効果音作成など様々

なツールがある。MyEdit は画像生成機能に Stable 

Diffusionである SDXLを導入している。 

2.2 AI生成画像検出器 

画像の微妙な不規則性を識別することで生成 AI に

よって人工的に生成されたものか、人間が作成したも

のかを推定する機器である。機械学習モデルを使用し、

大量の画像が学習されている。本研究では、AI画像検

出器として、以下の 5つを使用した。 

(1) ILLUMINARTY6) 

画像やテキストを特定することに焦点を当てた AI

画像検出器である。ILLUMINARTY は、画像につい

ては、コンピュータビジョンアルゴリズムを組み合わ

せて、画像が生成 AI モデルによって生成された可能

性を提供する。テキストについては NLP アルゴリズ

ムを組み合わせて、テキストが AI モデルによって生

成された可能性を提供する。 

(2) Hive AI Detector7) 

人工知能を活用してコンテンツの分析や判定を行う

プラットフォームである。画像、動画、テキスト、音

声を分析し、明確な信頼度スコアを返し、真偽や品質

を判定することができる。 

(3) Sightengine8) 

画像、動画、テキストが生成 AIによって作られたも
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のかを解析し提供するクラウド型サービスである。 

(4) isgen.ai9) 

画像、テキストのコンテンツの認証を行う検出ツー

ルである。多言語に対応しており、日本語を含む様々

な言語のテキストを分析することができる。 

(5) Decopy AI10) 

AI 生成または偽の画像を検出する AI 画像検出ツー

ルである。学習に使用したデータセットには、

Midjourney、Stable Diffusion、DALL-E、Fluxなど

様々な AI モデルによって生成された人工画像を含む

約 1000万枚の画像が含まれている。 

 

3. AI画像検出器による評価 
3.1 使用画像 

画像生成 AI である Pictor とMyEdit を用い、それ

ぞれ「部分消去」と「部分置換」での画像生成を行う。

部分消去では、画像の消したい部分を選択し、物体を

消去した画像を生成する。部分置換では、画像内のオ

ブジェクトで置き換える対象となるものを選択し、テ

キストプロンプトにて置き換えたいものを指示し、画

像生成を行う。テキストプロンプトは、生成後に置き

換えたい人やモノを入力とする。画像枚数は、それぞ

れ 17枚ずつ生成した。また、Image-to-Image変換の

基となる画像はフリー素材サイトで収集した。生成し

た PictorとMyEditの画像の例を図 1,2に示す。図 1,2

はどちらもエッフェル塔の画像を入力(元画像)とした

ものである。部分消去ではエッフェル塔を消去した。

部分置換ではエッフェル塔を置換対象としテキストプ

ロンプトは「東京タワー」として、エッフェル塔を東

京タワーに置き換えた画像を生成した。 

 
(a)元画像    (b)部分消去   (c)部分置換 

図1．PictorのAI生成画像 

 
(a)元画像    (b)部分消去   (c)部分置換 

図2．MyEditのAI生成画像 

3.2 評価方法 

AI 画像検出器である ILLUMINARTY、Hive AI 

Detector、Sightengine、isgen.ai、Decopy AIを用い

て、Pictor と MyEdit で生成した AI 生成画像を一枚

ずつ検出する。検出結果は、画像が「画像生成 AIで生

成されたものか」という AI 確率で評価される。どの

AI画像検出器もAI 確率はパーセンテージで出力され、

100%に近いほど画像生成 AI で生成された偽画像で

あると判断され、0%に近いほど人間が作成した画像に

近いものと判断される。 

 

4. 検出結果 

各画像生成 AI で生成された画像の検出結果を図 3

～6に示す。 

 
図3．Pictor/部分消去の検出結果 

 
図4．Pictor/部分置換の検出結果 
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図5．MyEdit/部分消去の検出結果 

 
図6．MyEdit/部分置換の検出結果 

 

 検出結果は全体的に低く、ほとんどの検出結果が、

AI 確率 20％以下に属していていた。また、全体の検

出結果うち、AI確率が 50%を超えるものは 24枚であ

り、そのうち 90%を超えるものは 16 枚であった。こ

れらの結果から、Decopy AIが他の検出器と比較して

特に高い AI確率を示す傾向があることがわかる。My

Editによる部分置換画像は他の結果と比較して、AI確

率が高く、50%以上が 13 枚、そのうち 90%以上が 9

枚であった。一方、Pictor による部分置換の画像では

isgen.ai において 15 枚が検出が不可能であった。ま

た、MyEdit による部分消去画像では ILLUMINART

Yで 2枚が検出不可となった。全体として Image-to-I

mage 変換を用いた AI 生成画像の検出結果は低い AI

確率を示した。 

次に特徴的な画像とその結果について、観察する。

階段に座る女性たちを元画像とし、真ん中の女性を部

分消去したものである。それらの画像を図 7に示す。 

 

 

(a)元画像        (b)消去部分の選択 

 

    (c)Pictor               (d)MyEdit 

図 7．部分消去した画像 

 

Pictorで生成した画像は、消去部分がぼやけており

不自然な画像となっている。一方、MyEditで生成し

た画像は元画像で見えていなかった部分が補完されて

おり、より自然な仕上がりとなっていた。これらの画

像の検出結果では AI確率が 50%を超えたものは 1枚

のみであった。それは、Pictorによる AI生成画像を

Sightengineで検出したもので、その AI確率は 81%

あった。ILLUMINARTYでの検出結果は、Pictor・

MyEditのどちらの結果も約 38%前後であったが、い

ずれも低い値であった。他の検出結果は 10％未満で

あった。視覚的判断と検出結果では、相反した結果が

得られた。 

 次に、東京の街並みを部分置換したものである。図

8にそれらの画像を示す。 
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(a)元画像  

 

(b)Pictor 

 

(c)MyEdit 

図 8．部分置換した画像 

 

画像生成時のテキストプロンプトには「街を破壊しな

がら歩くゴジラ」と用い、東京の街にゴジラが出現し

たような画像を生成した。この画像は一般的な人間の

視覚的判断においても AI によって生成されたもので

あると識別できる画像である。検出結果では、MyEdit

で生成した画像が Sightengineでは 99%、isgen.aiで

は 100%と高い確率を示し、Decopy AIでも 58%と比

較的高い検出結果であった。しかし Pictorおよびその

他のMyEditによる生成画像は 10%以下と低い検出結

果となった。同一の画像とテキストを用いて、Pictor・

MyEdit で生成した画像の場合でも、検出結果には大

きな差が確認された。 

 

5. まとめ 
Image-to-Image変換を用いて生成したAI生成画像

の検出結果は、全体として低い結果となった。画像の

大部分を消去・置換した場合には、検出器によっては

高い確率を得られたものの、低い検出結果となるもの

も確認できた。視覚的に明らかに不自然な画像であっ

ても検出器によっては「AIでない」と識別される確率

のほうが高いことから、Image-to-Image変換を用いた

AI生成画像をAI画像検出器で検出することは困難で

あるといえる。また、画像検出器において、画像によ

って検出が不可能であった。このことから、画像の特

徴やファイルサイズによって検出の可否が左右される

と考えられる。 
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